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 中島敦（1909 年〜1942 年）は「最も芥川龍之介に近い」①作家と評されてい
る。中島敦の創作活動は第一高等学校時代（1926 年〜1930 年）まで遡ること
ができるが、その作品が文壇に現れたのは、1942 年 2 月号の『文学界』に掲
載された『古譚』（『山月記』『文字禍』を含む）が初めてであり、同年末の
12 月 4 日に喘息の悪化による心臓麻痺で死ぬまで、職業作家としての活動は
一年にも満たない。この一年と、南洋行（1941 年 6 月〜1942 年 3 月）前の横
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った 1942 年から 2011 年までの『山月記』中国語訳と作品研究の歴史と内容を
詳しく説明している。①馮裕智の同文章によって、『山月記』の翻訳状況を整理
して見ると、以下の表 1.1 のようになる。② 




















小説集『李陵』  盧錫熹 初訳本 
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 張敏生 抄訳 
注：（？内容）＝筆者の調査結果。 
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 『山月記』が 1942 年 2 月に発表され、同年の 12 月に作者の中島敦が死んで
しまったことはよく知られている。盧錫熹訳『山月記』は中島敦が他界して一
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